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価 値 分 析 力 を 育 成 す る 社 会 科 の 授 業
一白神山地の入山規制問題－
A Study of ａ Theory and Lesson Plans of Social Studies for
Developing Value Analyzing Competence:



















































































































































































































































































































B-1. 地球環境の保全というグロ ーバルな利益を追求するためには，全て の人を拘束するような環境
政策が必要である。
B-2. 環境維持力 となる伝統的な慣習や知識があるならば， ローカルな利益を尊重するために，地域
環境の自主管理 は最大限認められる必要がある。
⑤　学習過程
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・ 藤 里 町 で は 入 会 慣 行 は， 近 代 的制 度 に移 行
して い る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
・ 藤 里 町 で は， ブ ナ林 を 観 光 資 源 と みな し，
第三 セ ク タ ー方 式 で ホ テ ル や ス キ ー場 を 経
営 して い る。
・藤里 町 で は山 村開 発が 進 んだ ので ，生 活 や生
業 と自然 とのかか わりは希薄 になってい る。
・昭 和30 年 代 ま で生 業 の 中心 は農 業 と薪 炭 生
産 を中 心 と し た林業 で あ った。
・ 今 で も山村 で は 薪炭 は重 要 な 燃 料 で あ り ，
山 菜 ， キ ノ コ類 を採 取 し， サ ケ， マ ス， ア
ユな ど の漁撈 もお こな わ れて い る。
・ 赤石 川 流域 地区 で は薪炭 共 用 林や 普通 共用 林
という形 で， 現在 も集落 ごと に管理 してい る。
・次 世 代 も使 え る よ う な山 菜 や キ ノ コ の 採 取
の しか たが 伝 承さ れ て きた。
・赤 石川 流域 地 区で は， 現 在 も山村 文化 が 残存
しており，生 活と自然 は深くつ ながってい る。
・利 用で きる メ ンバ ーを 限定 す る （排除 性）。







・ オ プーン・アクセス資源(Ⅲ)＝非管理→ 資源の枯渇
・共的資源(Ｉ)=厳格な共同管理→持続的な利用が可能
・ 公的資 産(n)= 公的管理→ 資源 の保全 が最優先
・私 的財(Iv)＝私 的管 理
・ ＜青 森 県 側 ＞ こ れ ま で 通 り の共 同 体 的 規 範
によ る山 林 の利 用 や管 理 も 認 め て 欲 しい と
考 え て い る( 厂共 的資 源(Ｉ)｣ に よ る持 続 的
利 用)。
・ ＜秋 田県 側 ＞ 白 神 山 地 の 保 全 の た め に は公
的機関が厳格に管理すべきと考えてい る











・ 入 山手 続 き要 項 に，「 許可 のな い 勣植 物 の採
取， 損 傷 （踏 み荒 らし を含 む）， 落 葉・ 落 枝，
流 木 の採 取 禁 止 」 と あ る か ら， 認 め られ て
い ない ので はな いか。
・ 外 部 か らの登 山者 は申請 す れば 入山 で きる の















































































＜教材 ＞白神 山地 の写 真:畑作p1∠∠www.jomon.ne.jp 厂misago/sirakamitop.html,  httjp://ｗｗｗ.ｊｏｍｏｎ.ｎｅjｐ厂mi ｓａｇｏ/galley.
html　 ②白 神山 地記 事 一覧 ：東 奥日 報 の ホ ーム ペ ージhtt ｐ://ｗｗｗ.toonippo.ｃｏ.jｐ/kikaku/shirakami/kiji.h 七m1 ③森 林生 態
保 護地 域 の地 図:鬼 頭秀 一 『 自然 保護 を問 い なお す一 環 境倫 理 と ネ ット ワ ーク』 筑摩 書房, 1996,  p. 182. ④鎌 田 と根深 の対 談 ：
鬼 頭， 前掲 書, pp.  197-199. ⑤ 藤 里 町 の人 たち の 自然 と の かか わり ： 鬼頭 ，前 掲 書, pp.  213-216 の 抜粋 ⑥ 株式 会 社 藤里 開 発
公 社 の ホ ー ム ペ ー ジ:httｐ://ｗｗｗ.shirakami. ０ｒ.jｐ厂yutoria/freOO.htm ⑦赤 石川 流 域 地 区 の人 だ ちと 自然 と のか か わ り ：鬼
頭 ，前 掲書, pp.  204-213 よ り抜 粋。 ⑧ モデ ル 図 厂資 源 の性 質 と管 理 制 度」 ：井 上 真 ，自 然資 源 の共 同 管 理制 度 と して の コ モ ン
ズ，井上 真 ・宮 内 泰介 編 『 コ モ ンズ の社 会 学 森 ・川 ・ 海 の共 同 管 理を 考 え る』 新 曜 社, 2001,P22, 図 ３を 一 部改 変。 ⑨入 山 手
続 き要 領 ：ｈ html　 ⑩世界遺産に向けて：鬼頭，前掲書, pp. 1
95-196より抜粋。
＜その他の参考文献＞井上孝夫『白神山地と清秋林道 地域開発と環境保全の社会学』東信堂, 1996 ｡ 土屋俊幸，白神山地と地
域住民一世界自然遺産の地元から，井上真・宮内泰介編「コモンズの社会学 森・川・海の共同管理を考える」新曜社, 2001,
pp. 74-94. 鳥越皓之，人間にとっての自然一自然保護の再検討，鳥越皓之編『講座 環境社会学 第３巻 自然環境と環境文化』















































す一 環境 倫理とネ ットワーク』筑摩書房，
1996 を参照のこと。






社, 2001, p. 23.
















堂, 2001, p. 109.の 匚図3.2 地理教育と環境
教育での 厂事実」と「‾価値」の統合的探究 の
道すじと思考過程」を参考にした。
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